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ESET NOD32アンチウイルス V3.0
設定ガイド

このたびは、ESET NOD32アンチウイルス V3.0 をお買い
上げいただき、誠にありがとうございます。本ガイドでは、
ESET NOD32アンチウイルス V3.0 の設定方法を説明して
います。ご使用の前にぜひご一読いただくことをお奨めし
ます。

基本操作ガイドをご覧いただいたうえでこちらをお読
みください。



�

■本書の表記について

○ ESET NOD32アンチウイルスをインストール後、設定の変更を全く加えていない
状態を「既定値」と表記しています。

○アイコンやボタンなどにマウスポインタ（ ）を合わせ、マウスの左ボタンを 1 度
押すことを「クリック」、素早く 2 回押すことを「ダブルクリック」、マウスの右
ボタンを 1 度押すことを「右クリック」と表記しています。

○ダイアログなどのチェックボックス、およびラジオボタンをクリックし、 の
状態にすることを「チェックを入れる」「チェックをオンにする」と表記しています。

○ Windows XP における「通知領域」を本書では「タスクトレイ」と表記しています。

　　デスクトップ画面右下の通知領域

■お断り

○本書は、本書作成時のソフトウェアおよびハードウェアの情報に基づき作成されて
います。ソフトウェアのバージョンアップなどにより、記載内容とソフトウェアに
搭載されている機能が異なっている場合があります。また本書の内容は、将来予告
なく変更することがあります。

○本製品の一部またはすべてを無断で複写、複製、改変することはその形態を問わず、
禁じます。

○ Microsoft、Windows、Windows XP、Windows Vista は、米国 Microsoft Cor- 
poration の米国およびその他の国における商標または登録商標です。

	 ESET NOD32ア ン チ ウ イ ル ス は ス ロ バ キ ア 共 和 国 ESET,LLC な ら び に
ESET,spol .s.r.o. の登録商標です。本プログラムの著作権は、ESET,LLC ならび
に ESET,spol .s.r.o. に帰属します。本 ESET NOD32アンチウイルス設定ガイド
の著作権は、キヤノン IT ソリューションズ株式会社に帰属します。その他の製品
名および社名などは、各社の商標または登録商標です。
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Part.1
ESET NOD32アンチウイ
ルスの画面構成と画面操作

ここでは、ESET NOD32アンチウイルスの画面構成とその基本的
な操作方法についてご紹介しています。
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タスクトレイのアイコンから
基本画面を表示するには

基本画面 タスクトレイ

1-1
ESET NOD32アンチウイルス起動時には、タスクトレイにアイコンが表示され、
ダブルクリックすることで基本画面が起動し、右クリックメニューから各種操作
を行えます。最初はこのタスクトレイアイコンの操作から学びます。

■ タスクトレイアイコンと基本画面

1
ESET NOD32アンチ
ウイルスのアイコンは
タスクトレイに表示さ
れます。ESET NOD32
アンチウイルスの動作
を変更するには、同ア
イコンを右クリックし
ます。

2
メニューが表示されま
した。ここから、各種
操作の実行や画面を表
示させたりすることが
できます。
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4
基本画面が表示されま
す。

基本画面を表示する手
順は次の通りです。タ
スクトレイのアイコン
を右クリックし、表示
されるメニューから

［ウィンドウを開く］を
クリックします。

基本画面はアイ
コンをダブルク
リックすること
でも表示させる
ことができます。

POINT

5
タスクトレイのアイコ
ンにマウスポインタを
重ねて何もせずにいる
と、ESET NOD32アン
チウイルス本体や現在
使用しているウイルス
定義データベースのバ
ージョンがバルーンと
して表示されます。
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「標準モード」「詳細モード」の違いCAUTION

「詳細モード」では「メニューバー」および「ツール」ボタンが表示されます。ツー
ルではログファイルの確認やスケジュール設定などが容易に行えます。

1-2

基本画面の左下にある
ステータスバーには、
現在のモードが表示さ
れています。ここをク
リックします。

1

■ 標準モードから詳細モードへ　

ESET NOD32アンチウイルスでは「標準モード」「詳細モード」の 2 種類のモードが用意
されています。前者は基本的な機能に関する操作を行い、後者は ESET NOD32アンチウ
イルスの詳細機能を操作するモードです。最初に各モードの切り替え方法を紹介します。

操作方法標準モードと詳細モード

画面モードを切り替えるには

00010
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2

〜 の手順で「詳細
モード」に切り替わり
ます。

表示領域が広がり、操作方法を切り替え
る項目が表示されます。「標準モード」か
ら「詳細モード」に切り替えるには、［詳
細モードに切り替え］をクリックします。
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■ 詳細モードから標準モードへ　その①

［標準モードについて］
（もしくは［詳細モード
について］）をクリック
すると、操作方法に関
するヘルプが表示され
ます。

4

ESET NOD32アンチ
ウイルスの基本画面
で、ステータスバーの

［表示：詳細モード］を
クリックします。

1
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「標準モード」に切り替
えるには、❶メニュー
バーの［ユーザーイン
タフェース］をクリッ
クし、表示されたメニ
ューから、❷［詳細モー
ド］をクリックするこ
とでも行えます。

1

■ 詳細モードから標準モードへ　その②

表示されるメニューか
ら［標準モードに切り
替え］をクリックしま
す。

2

メニューバーの［ユーザーインタフェース］にある［ウィンドウレイアウト
のリセット］を選択することで変更したウィンドウレイアウトを既定値に戻
すことができます。

POINT

❶
❷



■ 保護の状態

■ コンピュータの検査

Part.1 ESET NOD32アンチウイルスの画面構成と画面操作
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1-3

詳細モードでは［保護
の状態］ボタンに、1
つの項目が用意されて
います。［ウイルス・ス
パイウェア対策］をク
リックすると、ウイル
スの発見数や感染率な
どが表示されます。

1

［コンピュータの検査］
はウイルスチェック時
に使用します。同ボタ
ンからは、ローカルデ
ィスクを検査する［標
準検査］、任意のドラ
イブやフォルダなどを
検査する［カスタム検
査］を呼び出せます。

1

ESET NOD32アンチウイルスでは各機能がすぐに利用できるように、「保護の
状態」「コンピュータの検査」といった項目を用意しています。ここでは各機能
を説明します。

各機能詳細モード

各機能を確認するには

00011
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1

詳細モードでは［設定］
ボタンに用意されてい
る［ウイルス・スパイウ
ェア対策］をクリック
すると、ウイルスの侵
入を監視する「リアル
タイムファイルシステ
ム保護」、電子メールの
添付ファイルによるウ
イルス侵入を防ぐ「電
子メール保護」、Web
ページ閲覧時のウイル
ス侵入を防ぐ「Web ア
クセス保護」といった
各保護機能の状態を確
認・変更できます。

［アップデート］ボタン
にある［ウイルス定義
データベースをアップ
デートする］をクリッ
クすると、ウイルス定
義データベースをアッ
プデートすることがで
きます。また、アップ
デートがうまく行なわ
れない場合は［ユーザ
ー名とパスワードを入
力］をクリックして、設
定をご確認ください。

■ アップデート

■ 設定
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2
［隔離］では、ウイルス
として隔離されたファ
イルを確認できます。
ファイルが誤って隔離
された場合は、ここか
ら復元操作を行うこと
ができます（P.62 参
照）。

詳細モードでは、［ツ
ール］ボタンに、3 つ
の項目が用意されてい
ます。ウイルスの検出
などのログを確認する
には、［ログファイル］
をクリックします。

1

画面のように［ツール］ボタンが表示されていないときは、1-2 を参考に「詳
細モード」への切り替えを行ってください。

POINT

■ ツール
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［ヘルプとサポート］ボ
タンでは、トラブル発
生時に役立つヘルプや
Web ページへのリン
ク、テクニカルサポー
トへの連絡方法などが
用意されています。お
困りの際に参照してく
ださい（P.70 〜参照）。

1

［スケジューラ］では、
ウイルス定義データベ
ースの自動アップデー
トや自動スタートアッ
プファイルの検査とい
ったスケジュールを設
定できます。

3

新しいスケジュールを追加するには、画面下にある［追加］ボタンをクリッ
クして、必要な操作をウィザード形式で行います。

POINT

■ ヘルプとサポート
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■ コンテキストメニューから項目を非表示にするには
コラム

コンテキストメニューとは、ファイル・フォルダなどを右クリックして表示さ
れるメニューのことですが、これを非表示にすることもできます。たとえば複
数人でパソコンをお使いで、他の人に操作をしてほしくないときなど、設定し
ておくとよいでしょう。非表示にするための設定は次の通りです。

10 〜 11 ページを参考に画面モードを「詳細モード」に切り替えます。

❶ [ 設定 ] ボタンをクリック
し、❷ [ 環境設定で詳細な設
定をする]をクリックします。

設定前 設定後

❷

2

1

❶ [ コンテキストメニューに
統合する]のチェックを外し、
❷ [OK] ボタンをクリックし
ます。以上で設定は終了です。

3
❶

❶

❷



Part.2
「保護の状態」画面での操作

ここでは、ESET NOD32アンチウイルスの「保護の状態」画面で
のさまざまな確認方法についてご紹介しています。
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タスクから❶［保護の状態］
を選びます。❷「最も高い
保護」というメッセージが
表示されていれば、すべて
の対策機能が有効になった
通常状態です。

1

■ ウイルス対策機能を確認・有効にするには

既定値の設定では、コンピュータは最大限に保護されています。現在の保護の状
態を確認し、保護機能の有効 / 無効を切り替える方法を紹介します。

警告画面への対処保護の状態

2-1 コンピュータの保護の状態を
確認するには

❶ ❷

00012

ウイルス・スパイウェア対
策機能が無効になっている
と❶❷画面のような警告が
表示されます。

2

❶

❷
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■ 電子メール保護機能を確認・有効にするには

電子メール保護機能が
無効になっていると❶
❷画面のような警告が
表示されます。

1

ウイルス・スパイウェ
ア対策を有効にするに
は、［ウイルス・スパイ
ウェア対策を有効にす
る］をクリックします。
これで機能が有効に戻
り、手順 の警告も表
示されなくなります。

3

❶

❷
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■ Webアクセス保護機能を確認・有効にするには

1
Web アクセス保護機
能が無効になっている
と❶❷画面のような警
告が表示されます。

電子メール保護機能を
有効にするには、詳細
モードに切り替えた状
態で、［設定］ボタンの

［ウイルス・スパイウェ
ア対策］をクリックし
て展開してから、「電子
メール保護」の［有効
にする］をクリックし
ます。これで機能が有
効に戻り、手順 の警
告も表示されなくなり
ます。

2

❶

❷
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■ すべての機能を一括して有効にするには

すべての機能を一括し
て有効にするには、詳
細モードに切り替えた
状態で、［設定］ボタン
の［ウイルス・スパイ
ウェア対策］をクリッ
クして展開してから、

［ウイルス・スパイウェ
ア対策を有効にする］
をクリックします。

1

Web アクセス保護機
能を有効にするには、
詳細モードに切り替え
た状態で、［設定］ボ
タンの［ウイルス・ス
パイウェア対策］をク
リックして展開してか
ら、「Web アクセス保
護」の［有効にする］
をクリックします。こ
れで Web アクセス保
護機能が有効に戻り、
手順 の警告も表示さ
れなくなります。

2
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大まかな情報は［全体の概要］で、より詳細
な情報は［個々の機能の概要］で確認します。
画面の例ではウイルス・スパイウェアを1 種検
出しています。

2

1

1-1 を参考にタスク
トレイにあるアイコン
をダブルクリックして
基本画面を開き、「保護
の状態」下にある［ウ
イルス・スパイウェア
対策］をクリックしま
す。

画面のように「保護の状態」下に項目が表示されない場合は、1-2 を参考に「詳
細モード」への切り替えを行ってください。

POINT

検出したウイルスの数を確認するには、「保護の状態」を開き、［ウイルス・スパ
イウェア対策］をクリックします。

2-2 検出したウイルスの数を
確認するには

保護の状態 感染ファイル 00013



Part.3
「コンピュータの検査」
画面での操作

ここでは、ESET NOD32アンチウイルスの「コンピュータの検査」
画面でのさまざまな操作方法についてご紹介しています。
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表示内容が「コンピュータの検
査」に切り替わったら、［標準
検査］をクリックします。

2

1

1-1 を参考にタスクトレイに
あるアイコンをダブルクリッ
クして基本画面を開き、［コン
ピュータの検査］ボタンをクリ
ックします。

ここではコンピュータに接続されたハードディスクなどを対象にする「ローカル
ディスクの検査」を行う手順を説明します。

ハードディスク検査コンピュータの検査

ハードディスクのウイルス検査
を実行するには3-1

00014
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［検査ログを表示］をクリックすると、検査内容の詳細情報を確認できます。
また、デスクトップなどにある単独のファイルやフォルダを検査する場合
は、ファイルなどを右クリックし、表示されるメニューから［ESET NOD32 
Antivirus で検査］をクリックします。ウイルスが発見された場合に自動的に
駆除・削除を行うには、ファイルなどを右クリックし、メニューから［詳細
設定オプション］→［ファイルに対して駆除を実行］をクリックします。

検査が完了すると画面のよう
に終了を示すメッセージとバ
ルーンが表示されます。［OK］
ボタンをクリックして検査を
終了しましょう。

4

3
ウイルスの検査が始まります。
進行状況を示すバーとパーセ
ンテージが表示されます。検査
が終了するまでお待ちくださ
い。一時的に中断したいときは

［中断］ボタン、終了したい時
は［中止］ボタンをクリックし
ます。

POINT



Part.3 「コンピュータの検査」画面での操作

28

2

1

「コンピュータの検査」
に表示が切り替わった
ら、［カスタム検査］を
クリックします。

1-1 を参考にタスク
トレイにあるアイコン
をダブルクリックして
の基本画面を開き、［コ
ンピュータの検査］ボ
タンをクリックしま
す。

特定のフォルダやネットワーク上の共有フォルダを対象にウイルス検査を行うに
は「カスタム検査」を実行します。

カスタム検査コンピュータの検査

3-2 さまざまな設定でウイルス検査
（カスタム検査）を行うには

00015
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検査対象やプロファイ
ルを選ぶためのダイア
ログが表示されます。

3

4
プロファイルの選択を
行います。既定値で
は「詳細検査」が設定
されています。そのほ
か、「マイプロファイ
ル」「コンテキストメニ
ュー検査」「スマート検
査」の項目が用意され
ています。使用するプ
ロファイルをドロップ
ダウンリストから選ん
でください。

手順 で選択できるプロファイル内容は次のとおりです。
詳細検査：メモリも含めたすべてのファイルの検査が可
能です。
マイプロファイル：詳細検査と同様ですが、検査の対象
などを細かく設定する場合はこちらを選択します。次回
の利用時も同じ設定で検査を行うことができるので便利
です。
コンテキストメニュー検査：コンピュータが起動するため
の情報やメモリなどを除いた検査が可能です。
スマート検査：詳細検査と同様ですが、アーカイブファイ
ル (ZIP 形式などで圧縮されたファイル ) 内のファイルは
対象に加えません。

POINT



Part.3 「コンピュータの検査」画面での操作
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6
また、手順 の操作に
代わって、カテゴリに
よって検査対象を選択
することも可能です。
❶「検査の対象」のド
ロップダウンリストか
らは「プロファイル設
定に依存」「リムーバブ
ルメディア」「ローカル
ドライブ」「ネットワー
クドライブ」の 4 種類
が選択可能です。最後
に❷［検査］ボタンを
クリックします。

❶

❷

今 回 は 一 例 と し て
Documents and Se-
ttings フ ォ ル ダ を 検
査対象にします。まず
は、C ドライブの［＋］
ボタンをクリックしま
す。フォルダ（ディレ
クトリ）が表示された
ら、Documents and 
Settings のボックス
をクリックしてチェッ
クを入れてください。
これで検査対象の設定
は完了しました。

5
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検査が完了すると画面
のように終了を示すメ
ッセージとバルーンが
表示されます。［OK］ボ
タンをクリックして検
査を終了しましょう。

8

7
ウイルスの検査が始ま
ります。進行状況を示
すバーとパーセンテー
ジを参考に、終了まで
お待ちください。一時
的に中断したいときは

［中断］ボタン、終了し
たい時は［中止］ボタ
ンをクリックします。



Part.3 「コンピュータの検査」画面での操作

32

［ThreatSense の設定］画面が
表示され、カスタム検査に関す
る詳細設定を行うことができま
す。

2

1

3-2 の手順 、 を行い、検査
対象やプロファイルを選ぶため
のダイアログを表示します。変
更するプロファイルを❶ドロッ
プダウンリストから選び、❷［設
定］ボタンをクリックします。

カスタム検査は既定値で十分な威力を発揮するように設定済みですが、場面に応
じて動作やウイルス検査内容を変更する手順を説明します。

カスタム検査コンピュータの検査

カスタム検査の詳細設定を
変更するには3-3

00016

❶

❷



Part.4
「アップデート」画面での
操作

ここでは、ESET NOD32アンチウイルスの「アップデート」画面
でのさまざまな操作方法についてご紹介しています。



Part.4 「アップデート」画面での操作

34

エラーが発生するときはCAUTION

アップデートが正常に行われないときは、更新サーバーが一時停止しているか、
更新サーバーに接続する際のユーザー名とパスワードが間違っている可能性があ
ります。後者の場合は 4-2 をご参照ください。

アップデートが完了す
ると、「ウイルス定義デ
ータベースのアップデ
ートが完了しました。」
と表示されますので、

［OK］ボタンをクリッ
クしてください。

2

1

1-1 を参考にタスク
トレイにあるアイコン
をダブルクリックして
基本画面を開き、❶

［アップデート］ボタン
をクリックします。画
面が切り替わったら❷

［ウイルス定義データ
ベースをアップデート
する］をクリックしま
す。

ESET NOD32アンチウイルスのウイルス定義データベースは、既定値では自動
的にアップデートされますが、ファイルの検査を行う前に最新の定義データベー
スに更新したい方は、手動でアップデートを行うこともできます。

4-1
手動アップデートアップデート

ウイルス定義データベースの
アップデートを手動で行うには

❶ ❷

00017
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2

1

画面が切り替わったら
［ユーザー名とパスワ
ードを入力］をクリッ
クします。

1-1 を参考にタスク
トレイにあるアイコン
をダブルクリックして
基本画面を開き、［アッ
プデート］ボタンをク
リックします。

ユーザー名とパスワードの入力を求められてアップデートが失敗するときは、
アップデート用のユーザー名およびパスワードが誤って入力されている可能性が
あります。

アップデート用ユーザー設定アップデート

アップデート用のユーザー名と
パスワードを入力・更新するには

00018

4-2



Part.4 「アップデート」画面での操作
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［ウイルス定義データ
ベースをアップデート
する］をクリックし、
アップデートが完了す
ることを確認します。

4

3
「ライセンスの詳細」ダ
イアログが表示され、
ユーザー名およびパス
ワードの入力が可能に
なります。❶誤って入
力されている場合は、
各入力欄に正しいユー
ザー名およびパスワー
ドを入力して、❷［OK］
ボタンをクリックしま
す。

❶

❷
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2

1

表示されるメニューか
ら❶［詳細モードに切
り替え］をクリックし、
続いて❷［設定］ボタ
ンをクリックします。

1-1 を参考にタスク
トレイにあるアイコン
をダブルクリックして
基本画面を開き、ステ
ータスバーの［表示：
標準モード］をクリッ
クします。

アップデート自動実行

❶

❷

00019

4-3
ESET NOD32アンチウイルスでは、ウイルス定義データベースのアップデート
の他に、プログラムコンポーネントがアップデートされる場合があります。プロ
グラムコンポーネントのアップデートを自動で行う設定を紹介します。

アップデート

アップデートをすべて自動で
行うには



Part.4 「アップデート」画面での操作

38

設定画面が開いたら、
❶左のツリーから［ア
ップデート］をクリッ
クし、❷［詳細設定］
ボタンをクリックしま
す。

4

3
［環境設定で詳細な設
定をする］をクリック
して、設定画面を開き
ます。

❶
❷
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6

5

設定を有効にするため
［OK］ボタンをクリッ
クしてください。これ
でプログラムコンポー
ネントのアップデート
が自動で行われます。
プログラムコンポーネ
ントがアップデートさ
れた場合、コンピュー
タを再起動する必要が
ありますのでご注意く
ださい。

［詳細設定］ダイアログ
が表示されたら、❶［ア
ップデートモード］タ
ブにある❷［プログラ
ムコンポーネントをア
ップデートする］をク
リックしてチェックを
入れ、❸最後に［OK］
ボタンをクリックしま
す。

❷

❸

❶



Part.4 「アップデート」画面での操作

40

❶［定期的に自動アップデ
ート］をダブルクリックす
ると、❷スケジュール内容
を示すダイアログが表示
されます。

2

1

1-1 を参考にタスク
トレイにあるアイコン
をダブルクリックして
基本画面を開き、1-2
を参考に詳細モードへ
切り替えます。❶タス
クの［ツール］ボタン
をクリックし、❷［ス
ケジューラ］をクリッ
クします。

ESET NOD32アンチウイルスではあらかじめ自動アップデートの設定がスケ
ジュールタスクとして登録されています。ここでは、その内容を確認する手順を
紹介します。

自動アップデートの確認アップデート

自動アップデートの設定を
確認するには4-4

❶

❷

❶

❷

00020



Part.5
「設定」画面での操作
（ウイルス・スパイウェア対策編）

ここでは、ESET NOD32アンチウイルスの「設定」画面における
「ウイルス・スパイウェア対策」に関するさまざまな操作方法につ
いてご紹介しています。
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Part.5 「設定」画面での操作（ウイルス・スパイウェア対策編）

5-1

ウイルス・スパイウェ
ア対策を再度有効にす
るには、上記の手順で
設定画面を開き、［ウイ
ルス・スパイウェア対
策を有効にする］をク
リックします。

2

1

1-1 を参考にタスク
トレイにあるアイコン
をダブルクリックして
基本画面を開き、❶タ
スクの［設定］ボタン
をクリックします。
❷［一時的にウイルス・
スパイウェア対策を無
効にする］をクリック
します。ダイアログの
❸［はい］ボタンをク
リックすることで、各
対策機能が無効になり
ます。

ESET NOD32アンチウイルスが原因で問題が発生している可能性がある場合
は、各機能を一時的に無効にしてみましょう。

一時無効化設定

ファイル/ 電子メール /Webアクセ
スの保護を一時的に無効にするには

❶
❷

00021

❸
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「リアルタイム　ファイルシステム保
護」の［設定］をクリックし、設定画
面を開きます。

2

1

1-1 を参考にタスク
トレイにあるアイコン
をダブルクリックして
基本画面を開き、1-2
を参考に「詳細モード」
へ切り替えてから、❶

［設定］ボタンをクリッ
クし、❷［ウイルス・
スパイウェア対策］を
クリックします。

除外拡張子の追加設定

❶
❷

00022

5-2
特定の拡張子をウイルス検査から除外するためには、対象となる拡張子を登録し
ます。ウイルス検査に要する時間を短縮できます。

ウイルス検査をしない拡張子を
設定するには
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Part.5 「設定」画面での操作（ウイルス・スパイウェア対策編）

3

4
ThreatSense の 設 定
ダイアログが開きま
す。拡張子の編集を行
なうため、❶［拡張子］
をクリックします。続
いて、❷「すべてのフ
ァイルを検査する」に
チェックを入れます。

左のツリー❶［リアル
タイムファイルシステ
ム保護］が選択された
状態で設定画面が表示
されます。❷［設定］
ボタンをクリックしま
す。

❷
❶

❶

❷
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6
一覧に手順 で入力し
た拡張子が加わり、除
外する拡張子が登録さ
れます。最後に設定を
有効にするため［OK］
ボタンをクリックしま
す。

除外する拡張子を追加
するには❶「拡張子」
のフォームに任意の拡
張子（画面の例では

「000」）を入力し、❷
［追加］ボタンをクリッ
クします。

5

❶
❷

［すべてのファイルを検査する］のチェックを外した場合は、登録されている
拡張子のみが検査されます。

POINT



46

Part.5 「設定」画面での操作（ウイルス・スパイウェア対策編）

❶［リアルタイムファイルシ
ステム保護］が選択された状
態で設定ダイアログが開き
ます。なお、手順 で電子メ
ール保護の［設定］をクリッ
クした場合は［電子メール保
護］が、Web アクセス保護
の［設定］では［Web アク
セス保護］が選択されます。

2

1-1 を参考に基本画
面 を 開 き、1-2 を 参
考に詳細モードへ切り
替えてから、❶タスク
の［設定］ボタン、❷

［ウイルス・スパイウェ
ア対策］、［リアルタイ
ムファイルシステム保
護］の❸［設定］と順
番にクリックします。

電子メール保護や Web 保護といった ESET NOD32アンチウイルスの各保護機
能には詳細設定項目が用意されています。ここでは、それぞれの詳細設定項目を
呼び出すための手順をご紹介します。

詳細設定設定

ファイル/電子メール/Web 保護
の詳細な設定を行うには5-3

1

❶
❷

❸

00023

❶
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❶［プロキシサーバを
使用する］にチェック
を入れ、❷「プロキシ
サーバ」欄にサーバ名、
❸「ポート」欄にポー
ト番号を入力します。
最後に❹［OK］ボタン
をクリックすれば設定
完了です。

2

1

1-1 を参考にタスク
トレイにあるアイコン
をダブルクリックして
基本画面を開き、1-2
を参考に詳細モードに
切り替えてから、メニ
ューバーの❶［設定］を
クリックし、表示され
たメニューから❷［プ
ロキシサーバの設定］
をクリックします。

プロキシサーバの設定設定

プロキシサーバを設定するには

［プロキシサーバの検出］ボタンをクリックすると、Internet Explorer で設定
されたプロキシサーバを自動検出することができます。

POINT

❶

❷

❶

❷
❸

❹

00024

5-4
プロキシサーバを経由してネットワークにアクセスしている場合は、アップデー
トを行うためにプロキシサーバの設定が必要です。



画面のように［環境設定で詳細な設定をする］が表示されていない場合は、
1-2 を参考に「詳細モード」への切り替えを行ってください。

POINT

48

Part.5 「設定」画面での操作（ウイルス・スパイウェア対策編）

Web閲覧やメールの通信に対する
ウイルス検査設定を変更するには

■ 設定画面を起動してみよう

Web ブラウザが使用する HTTP や電子メールが使用する POP3 各プロトコル
の通信は、ThreatSenseによって検査されます。必要に応じて検査の設定を変
更することができます。

1

1-1 を参考にタスクトレイにあるア
イコンをダブルクリックして基本画
面を開き、［設定］ボタンをクリック
すると表示される［環境設定で詳細
な設定をする］をクリックします。

2
設定ダイアログが表示されたら、左
側に並ぶツリーから［プロトコルフ
ィルタリング］をクリックします。こ
れでプロトコルフィルタリングに関
する設定項目が表示されました。

通信のコントロール

5-5
設定 00025
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■ 設定のルールを知ろう

プロトコルフィルタリングでは、３種類の通信リダイレクト設定から選択することが
できます。通信リダイレクトの設定によって、どの通信に対してウイルス検査を行う
かが変更されます。

1
通常は、既定値である「イ
ンターネットブラウザか電
子メールクライアントであ
ることを示すポートとアプ
リケーション」を選択する
ことをお勧めします。
Web の閲覧や電子メール
の受信に問題が発生した場
合など、必要に応じて設定
を変更することができま
す。

設定項目 検査対象

指定したポート番号を
利用する通信HTTP / POP3ポート

指定したアプリケーショ
ンが行う通信

インターネットブラウ
ザと電子メールクライ
アントであることを示
すアプリケーション

指定したポート番号を
利用する、または指定し
たアプリケーションが行
う通信

インターネットブラウ
ザか電子メールクラ
イアントであることを
示すポートとアプリケ
ーション

「リダイレクト」とは、通信の方向を変更して ThreatSense によるウイルス
検査を行うことを意味します。

POINT
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Part.5 「設定」画面での操作（ウイルス・スパイウェア対策編）

特定のポートを利用する HTTP/POP3 通信をウイルス検査することができます。通
常は HTTP では 80 番ポートが、POP3 では 110 番ポートが使用されますが、環境
によっては異なるポートを利用する場合もありますのでご注意ください。

■ 検査を行うポート番号を指定するには

2
設 定 ダ イ ア ロ グ
が 表 示 さ れ た ら、

［HTTP］をクリック
します。

画面のように［環境設定で詳細な設定をする］が表示されていない場合は、
1-2 を参考に「詳細モード」への切り替えを行ってください。

POINT

1

1-1 を参考にタスクトレイにあるア
イコンをダブルクリックして基本画
面を開き、［設定］ボタンをクリック
すると表示される［環境設定で詳細
な設定をする］をクリックします。

CAUTION

プロトコルフィルタリング設定にて「インターネットブラウザと電子メールクラ
イアントであることを示すアプリケーション」を指定した場合は、HTTP のポー
トを設定することはできません。
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Part
5

3
HTTP プ ロ ト コ ル
で使用するポートの
設定を行います。❶
テキストボックスに
HTTP プ ロ ト コ ル
で使用するポートを
カンマ区切りで追加
もしくは書き換えて
ください。最後に❷

［OK］ボタンをクリ
ックすれば設定完了
です。

電子メールクライアントの設定を行う場合はツリーから［POP3］をクリッ
クし、同じ手順で使用するポートを入力もしくは書き換えてください。

POINT

❶

❷
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Part.5 「設定」画面での操作（ウイルス・スパイウェア対策編）

特定のアプリケーションが行う HTTP/POP3 通信をウイルス検査することができま
す。多数のポート番号を使用するアプリケーションなど、ポート番号管理が煩雑な場
合はこちらの設定をご使用ください。

■ 検査を行うアプリケーションを指定するには

2
設定ダイアログが表
示されたら、［Web
ブラウザ］をクリッ
クします。

CAUTION

プロトコルフィルタリング設定にて「HTTP/POP3」を指定した場合は、この設
定を行うことはできません。

画面のように［環境設定で詳細な設定をする］が表示されていない場合は、
1-2 を参考に「詳細モード」への切り替えを行ってください。

POINT

1

1-1 を参考にタスクトレイにあるア
イコンをダブルクリックして基本画
面を開き、［設定］ボタンをクリック
すると表示される［環境設定で詳細
な設定をする］をクリックします。
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Part
5

3
使用するインターネ
ットブラウザを追加
します。画面右にあ
る［追加］ボタンを
クリックします。

4
「ファイルを開く」ダ
イアログが表示され
るので、❶任意のア
プリケーションを選
んで、❷［開く］ボ
タンをクリックしま
す。

❶

❷
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Part.5 「設定」画面での操作（ウイルス・スパイウェア対策編）

6
本 設 定 で は「Web
ブラウザ」に対し
て 3 段階の設定が可
能です。❶チェック
がある場合はポート
番号と Web ブラウ
ザの両方を監視対象
とし、❷チェックを
外すとポート番号の
み監視。そして、❸

「×」にするとその
Web ブラウザの通
信を監視しません。
チェックボックスを
クリックして切り替
えてください。最後
に❹［OK］ボタンを
クリックすれば設定
完了です。　

❶

❷

❸

➡

➡

❹

5
これで一覧にアプリ
ケーションが選択さ
れました。送受信す
るデータの検査を行
うアプリケーション
を追加する際は本手
順をご使用くださ
い。最後に［OK］ボ
タンをクリックすれ
ば設定完了です。
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5

設定を保存するには、
❶［設定のエクスポー
ト］をクリックしてチ
ェックを入れ、❷［...］
ボタンをクリックして
ファイル名、保存場所
を設定してから、❸

［OK］ボタンをクリッ
クします。

2

1

1-1 を参考に基本画
面を開き、1-2 を参考
に詳細モードへ切り替
えてから、❶タスクの

［設定］ボタンをクリッ
クします。❷［設定の
インポートとエクスポ
ート］をクリックしま
す。

ここでは、詳細設定をファイルに出力し、保存・復元するための手順を紹介します。

インポート・エクスポート設定

5-6 詳細設定を保存・復元するには

設定を復元するには、手順 2 で［設定のインポート］を選択し、［…］ボタン
をクリックして復元する設定ファイルを選択します。

POINT

❶

❶

❷

❸

❷

00026





Part.6
「ツール」画面での操作

ESET NOD32アンチウイルスでは「ツール」を利用することで、
より高度な設定や確認が可能になります。ここでは、それらのさ
まざまな操作方法についてご紹介しています。
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Part.6 「ツール」画面での操作

❶［ログファイル］、も
しくは❷［ログファイ
ル］をクリックします。

2

1

1-1 を 参 考 に ESET 
NOD32アンチウイル
スの基本画面を開き、
1-2 を参考に詳細モ
ードへ切り替えてか
ら、［ツール］ボタンを
クリックします。

ウイルスの発見・駆除や検査、アップデート情報などのログファイルを確認する
には、詳細モードに切り替えると表示される「ツール」ボタンから参照します。

ログファイルの確認ツール

詳細なログファイルを確認するに
は

❶

❷

00027

6-1
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「ログ」のドロップダ
ウンリストから［イベ
ント］を選ぶと、ア
ップデートなど ESET 
NOD32アンチウイル
スに関する情報を確認
できます。

4

3
ログの閲覧が可能にな
りました。「検出された
脅威」では発見したウ
イルスが一覧形式で表
示されます。

閲覧できるログは「検出された脅威」「イベント」「コンピュータの検査」の
3 種類です。

POINT
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Part.6 「ツール」画面での操作

［新しいウィンドウで
開く］をクリックする
と、単独のウィンドウ
が開き、選択していた
ログが表示されます。
各項目の視認性が高ま
るため、内容を詳細に
確認する場合にご使用
ください。

「ログ」のドロップダウ
ンリストから［コンピ
ュータの検査］を選ぶ
と、オンデマンドコン
ピュータ検査の動作結
果を確認できます。

5

6
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6

ログファイルの内容
は、テキストエディタ
などにコピーできま
す。❶対象を右クリッ
クし、メニューから❷

［コピー］をクリックし
ます。また選択してい
るログを消去するとき
は［削除］をクリック
します。すべてのログ
を消去するときは［ロ
グの消去］をクリック
します。

7

各レコードの端をドラッグすることで、表示領域を拡大することができます。
画面のように名前の内容が長く、表示が途切れている場合は、「名前」の右端
を右方向にドラッグします。

POINT

❶

❷
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Part.6 「ツール」画面での操作

2

1

ESET NOD32アンチウイルスが
隔離しているウイルスの一覧が
表示されます。これらのファイル
は無力化されているため、安全で
す。手動でウイルスや疑わしいフ
ァイルを隔離するには［追加］ボ
タンをクリックします。

1-1 を参考に基本画
面を開き、1-2 を参考
に詳細モードへ切り替
えてから、❶［ツール］
ボタンをクリックし、
❷［隔離］、もしくは
❸［隔離］をクリック
します。

各種検査で隔離されたファイルを
確認・追加するには

ESET NOD32アンチウイルスでは、ウイルスを発見すると、隔離する仕組みに
なっています。ここでは隔離ファイルに関する操作手順を紹介します。

隔離ファイルの確認・追加ツール

❶

❷

❸

00028

■ 隔離されたファイルを確認するには
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隔離したファイルを復
元させるには、一覧か
ら❶復元したいファイ
ルを選択し、❷［復元］
ボタンをクリックしま
す。確認ダイアログが
表示されるので❸［は
い］ボタンをクリック
します。

1

ファイル選択ダイアロ
グが表示されます。❶
隔離したいファイルを
選んでから❷［開く］
ボタンをクリックしま
す。

3

❶

❷

❶

❷

❸

■ 隔離されたファイルを復元するには
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Part.6 「ツール」画面での操作

現在設定されているスケジ
ュールの一覧が表示されま
す。例として毎週日曜日に
ウイルス検査を行うスケジ
ュールを作成します。［追
加］ボタンをクリックしま
す。

2

1

1-1 を参考に基本画
面 を 開 き、1-2 を 参
考に詳細モードへ切り
替えてから、❶［ツー
ル］ボタンをクリック
します。❷［スケジュ
ーラ］、もしくは❸［ス
ケジューラ］をクリッ
クします。

自動検査・アップデートの
スケジュールを設定するには

ESET NOD32アンチウイルス ではウイルス定義データベースの自動アップデー
トなどがあらかじめスケジュールされていますが、必要に応じて、新たなスケ
ジュール設定を行えます。　

スケジュール設定ツール

6-3

❶

❷

❸

00029
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タスクの名前、タスク
を実行する間隔を指定
します。タスク名に任
意の名前を入力し（例：
自動検査）❶［毎週］を
クリックしてチェック
を入れてから、❷［次
へ］ボタンをクリック
します。

4

3
「タスクの追加」ウィ
ザードが起動したら、
ドロップダウンリスト
から❶［コンピュータ
の検査］を選択し、❷

［次へ］ボタンをクリッ
クします。

ウイルス定義データベースのアップデートに関するタスク作成も、手順 で
［アップデート］を選択することによって設定できます。

POINT

❶

❷

❶

❷
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Part.6 「ツール」画面での操作

6

5

タスクが実行されなか
ったときのアクション
を選択します。❶［前
回実行されてから次の
時間が経過した場合は
直ちに実行する］をク
リックしてチェックを
入れてから、❷［次へ］
ボタンをクリックしま
す。

次にタスクの実行時刻
と曜日を選択します。
❶「タスクの実行時刻」
にある矢印ボタンで任
意の時間を選択し、❷

［日曜日］をクリックし
てチェックを入れてか
ら、❸［次へ］ボタン
をクリックします。

❶

❸

❷

❶

❷
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スケジュールタスクの
一覧に、新たなタスク
が追加されました。ま
た、不要になったスケ
ジュールは項目の先頭
にあるチェックを外す
か、❶項目を選択して
❷［削除］ボタンをク
リックします。

9

7
設定内容の確認を行い
ます。設定に誤りがあ
る場合は［戻る］ボタ
ンをクリックして再設
定してください。問題
がなければ［終了］ボタ
ンをクリックします。

8
検査内容を設定するダイアログが表示
されます。❶検査したい対象にチェック
を入れ、❷［設定］ボタンをクリックし
てください。

❶

❷

❷

❶



68

Part.6 「ツール」画面での操作

「連絡先の電子メールアドレス」についてCAUTION

手順 の連絡先の電子メールアドレスの入力は任意です。

1

2
ダイアログが表示されたら❶［...］ボ
タンをクリックしてファイルを選択
してから、❷「コメント」欄に症状
やファイルの動作など詳細説明を加
えます（＊）。最後に❸［送信］ボタン
をクリックします。（＊：コメントは
ESET NOD32アンチウイルスの開発
元であるESET社へ直接送られます。
英語以外のコメント内容は ESET 社
で確認できない可能性がありますの
で、あらかじめご了承ください。）

1-1 を参考に基本画
面を開き、1-2 を参考
に詳細モードへ切り替
えてから、❶［ツール］
ボタンをクリックし、
❷［分析のためにファ
イルを提出］をクリッ
クします。

ウイルスとしては検出されませんが、ウイルスの可能性があると判断されたファ
イルや明らかに動作に異常が見られるファイルを発見したときは、同ファイルを
ESET 社までお送りください。以下に手順を紹介します。

検体の提出ツール

新種のウイルスと判定された
ファイルを提出するには6-4

❶

❷

❶❷

❸

00030



Part.7
「ヘルプとサポート」画面での
操作

ここでは、ESET NOD32アンチウイルスのヘルプとサポートにつ
いてご紹介しています。
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Part.7「ヘルプとサポート」画面での操作

1-1を参考にESET NOD32ア
ンチウイルスの基本画面を開
き、❶［ヘルプとサポート］ボ
タンをクリックします。❷［ヘ
ルプを開く］をクリックする
と、ヘルプが表示されます。

迅速に ESET NOD32アンチウイルスの機能を確認するときはヘルプ機能をご覧
ください。基本的な使い方だけでなく技術的な解説も収録されています。

1

7-1
FAQ の確認ヘルプ

ヘルプとFAQ（よくある質問）
を見るには

❷

❶

00031

ヘルプではテーマ別に分類さ
れた複数の章と節で構成され
ています。調べたい内容をツリ
ーからたどるか、＜検索＞タブ
から関連するキーワードを入
力して情報をお探しください。

2
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Part
7

1

1-1 を参考に基本画面を開
き、❶タスクの［ヘルプとサ
ポート］ボタンをクリックし
ます。次に❷［インターネッ
トで調べる］をクリックしま
す。

インターネットにアクセスできる状態（ダイヤルアップ環境であれば、事前
にダイヤルアップ接続を行う）で実行してください。

POINT

❶

❷

2
サポート情報の Web ページ
にアクセスし、ESET NOD32
アンチウイルスに関するサポ
ート情報を閲覧することがで
きます。

▶Webページの内容は変更される場
合があります。

ヘルプ ナレッジベース

サポート情報を検索するには

ESET NOD32アンチウイルスに関するよくある質問とその回答を弊社ホーム
ページ上にて公開していますので、ぜひご活用ください。

00032

7-2
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Part.7「ヘルプとサポート」画面での操作

インターネットにアクセスできる状態（ダイヤルアップ環境であれば、事前
にダイヤルアップ接続を行う）で実行してください。

POINT

1

1-1 を参考に基本画面を開
き、❶［ヘルプとサポート］ボ
タンをクリックします。次に
❷［ホームページを参照］を
クリックします。

本製品に関する情報は、弊社ホームページにて公開しております。

Web ページ

本製品に関する弊社ホームページ
にアクセスするには

ヘルプ

7-3

❶

❷

00033

2
ESET NOD32アンチウイルスの様々な情報を確認できます。
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